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11なぜ修先生にしたのか

　王一1．インタービューする人の紹介

　私がインタービューしたい人は今秋田市和洋女子高校の高橘修先生です。修先生とは知り含ったきっ

かけは今年7月、和洋高校での韓国語の授業のボランティアの仕事を友人から譲ってもらって始めまし

て、そこで韓国語の授業の指導を担当していらっしゃっていった方が修先生だったことでした。

1－2、修先生の魅カ

　修先生とは今年秋蘭に来て5月頃に友人の紹介で出会いました。修先生に初めて出会った時、考えた

より厳しそうな顔をしてかなり緊張していたが、でも実際に話し合ってみたら物やわらかで、優しい人

だったのでほっとしたことを今も覚えています。やはり女子高の先生を長くやって来た先生ならではの

優しさが感じられました。先生と会うのは週一回だけですが、会うといっも健康状態とか秋困での生活

は楽しいかなど、気使ってくれます。修先生は韓国のことが好きで韓国に何回も旅行や仕事で行ってき

たそうです。韓国と韓国人にとても思いやりがあっていつも有難いなと思っています。また、韓国の歴

史から伝統文化まで詳しく失口っているので自分でも今まで知らなかった韓国のことについて知ることが

できるし、興味がなくて忘れていた韓国のことを甦ることが出来てとても勉強になります。

至一3．修先生のエピソード

　私は自分の前にこのボランティアをやっていた友人から譲ってもらって7月から修先生と一緒に3年

生の3人に韓国語を教えています。自分が韓国を教えるというか自分の先生のところ行って員本語の勉

強にもなるし、實本の高校生たちの交流している感じで週一回が少なく感じるくらい楽しいです。ある

賃は、授業の終わった後コーヒータイムに誘われて一緒にタバコを吸いんがら韓国の料理とかスポット

とか私の秋田での生活などについていろいろ話し合ったことがありまして、先生と色んな話ができても

っと仲良くなることができたし、先生の雑談も結構おもしろいなと思いました。9月末には和洋高校の

文化祭がありました。僕は先生から学校に来て韓国料理を作って欲しいと言われて友達3人と共に学校

に行ってヂヂミの試食会を行いました。因本人の学生たちや来客には見慣れてない他国の料理だからか、

ヂヂミの人気はすごくて作るが単いかなくなるくらいでした。何十人分の料理を作るのは結構大変な作

業でしたが、めったにない胃本の高校生と交流できるチャンスだったので、楽しみながらやりました。



そして、自分たちが作った料理を「おいしいです」とみんなが言ってくれて嬉しがったし、おいしく食

べている学生たちの姿を見てお母さんの気持ちになりました。また、お昼を先生としながらいろいろ話

ができたし、楽しい一目になりました。この前の秋大祭の時、私は今所属しているコリアサークルの屋

台で韓国料理を作ったんですが、先生は忙しい中、私を応援しに来てくださってちょっと感動しました。

先生は私が作ったヂヂミを食べた後、勘定する時、御釣は要らないと格好よさを見せてくれて皆喜んで

いたことが印象に残っています。この前は先生がお米をくれると言いましてわざわざ留学生会館まで来

てもらって先生の実家で収穫した新米をたくさんもらったこともあるなど、いつも修先生にはお世話に

なっています。

1－4．修先生は自分にとってどんな人なのか

　私は今交換留学で秋田に来ていますが、国では大学で日本語教育学科の4年生で高校の目本語先生を

目指している人です。学生たちに何かを教えている先生の姿を見て、自分の教師像である優しくて存在

感がある先生に近い先生だと思いました。また、やはり先生の経歴が長いので当然だと思われますが、

慌てないでゆっくり聞き取りやすく話し方も気に入っていますし、先生が話していることをよく聞くと

本当に知識が豊富な方だということが分かりますので修先生みたいな先生になったらいいなと思ってい

ます。ですから、今度のインタービューを通じて、修先生に先生になるために必要な資格は何があるか、

何をどう準備すれぱいいのか、そして修先生が今まで教育者として歩んで来た間で得た人生経験などに

ついて聞いて自分に有益な情報を得たらいいなと思っています。そして、このインタービューでお互い

の知らないところを知り合ってもっと親しくなれることを期待しています。

2．インタービュー結果

場所：和洋女子高校　図書館

時間＝2008．12　10．午前10：00～11：00

①Q：先生は今年でおいくつですか？先生になりまして今年は何年目ですか。

②Q：先生の今の住んでいらっしゃる処と家族関係を教えてください。
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③　Q：なぜ、韓国のことに興味を持つようになったか？
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④Q：韓国のどんなところが好きか？韓国語や韓国の歴史は自分で調べて勉強した

　　　のか？

⑤Q1教師になろうと思ったきっかけは？

．L　、



⑥Q：今の担当教科、大学の専攻は？

⑦Q：教師になるために今僕が、どんな準備、心がけ、勉強が必要だと思っていら

　　　っしゃいますか？教師になるための資質は？

⑧　Q：今までの教員人生で、印象に残っているエピソードは？

⑨Q：理想の教師像は？



⑩Q：今年で26歳の僕はもうすぐ大学を卒業するですが、今にあたって、先生の経験上からア

　　　　　ドバイスを一言お願いします。

3．インタビューに通じて

　今回のインタビューで今まで知らなかった先生のことにっいてたくさん知ることができたし、先生か

らたくさんのアドバイスをもらってとても良かったと思っています。人をインタビューするのは人生初

めてだったので、どういう形で進めぱいいか分からなくてかなり緊張しました。そして、インタビュー

の内容では先生の私生活に関する質問もあったので、先生に失礼することになるのではないかと心配し

ましたが、実際にインタビューすると先生は迷いなく答えてくださってほっとしながらインタビューす

ることができました。このインタビューの最初の目標は先生に必要な資格やそのための準備などを修先

生の人生経験から参考することでした。自分が勝手に作ったインタビューの項目について先生はとても

分かりやすく、優しく説明してくれました。そして、先生の価値観や教師像は自分が今まで持っていた

のと似ているところが多かったのでびっくりしました。しかし、自分が今まで気付いていなかった大事

なところを教えてもらうことができてとてもいい時間になりました。先生と知り合って5か月がたちま

したが、今まで先生のことにっいて知っていたのがほとんどなかったので、自分が本当に馬鹿みたいで

した。今回のインタビューに通じて、人と人の関係をうまく持っていくには相手のことに興味をもって、

お互いにたくさん話して、相手のことについて知ることがとても大事だと改めて思うようになりました。

4．この授業を振り返ってみて

　目本事情の初めての授業の時、授業の内容についての説明を聞いて厳しい授業だと感じられてやるき

がありませんでした。自分は授業を通じて目本の学生たちをもっと交流できてたくさんの友達が作れる

授業を望んでいたからです。でも、授業が進むと白分の課題を作るために班の人たちにアドバイスをも

らったり、自分がアドバイスをしてあげたりする間にいろんな話ができ、自分のやる気さえあれば十分

交流できる授業だということがわかりました。最初のアイディアメモからインタビュー結果を作成する

までに班のメンバーたちや先生にたくさんのアドバイスをもらうことができました。この授業を通じて

自分が興味を持っている人にっいて詳しく、そして正しく知ることは大変大事であることが改めてわか

りました。この授業が終わると私の日本での留学生活も終わりますが、国に帰ってもここで出会った大

事な人たちを忘れないで生きたいし、自分の家族や友たちともたくさん話すことによってお互いのこと

を理解してもっと仲良くなろうと思っています。



インタピューを通して
　　　　　　　　工学資源学部　環境応用化学科1年次

驚次　1　どうしてOさんなのか？

　　　1・1気さくなOさん

　　　　1－2子供っぽさと大人っぽさを併せ持ったOさん

　　　　1－3英語が得意なOさん

　　2　インタビュー話したこと

　　3　インタビューで感じたこと

　　4　胃本事情nを振り返って

武田　晴輝

1どうしてOさんなのか？

　　　なぜ僕がOさんにインタビューしたいと思ったかというと、0さんは僕にとって特

　　別な女性であり、一番魅力的な人だからです。

1－1気さくなOさん

　彼女のどんなところが魅力かというと、一つに彼女といるととても楽しいというと

ころです。

　約半年前にバイト先で出会いました。出会って間もないころにバイト先から彼女の

大学まで送ってあげました。そしたら彼女は大学の図書館を見せてあげると、ぼくを

誘ってくれました。彼女はすごく楽しそうに大学の図書館を紹介してくれました。実

際のところ、僕は女の子が苦手で女の子と二ニニ人きりでいるといつも緊張してしまい、

なるべく二人きりにならないようにしてました。しかし彼女といるときはなぜか全く

緊張せず、すごく楽しく会話も弾みました。そしてこの人とまたふたりで話をしたい

なと思いました。この感情もこの人が初めてでした。

　そしてまた話したいと思ったので、その次の目も送ってあげました。そしたらバイ

クも2回目となると慣れてきたのか、「ドライブに行こう。」と誘われたので空港まで

ドライブ行きました。空港に着いて話をしました。彼女は機械に全く興味がない人な

のに、僕がバイクの部品を指して説明すると彼女はすごく真剣に聞いてくれました。

それを見て僕は「こ二の人はなんていい子なんだ。」と、とても感心しました。そんな感

じで女の子と二人きりでは全然会話ができなかった僕がその時は夜通し彼女と話をし

ていました。

1・2子供っぽさと大人っぽさを併せ持ったOさん

　　　彼女の次の魅カは、子供っぽいとこと大人っぽいとこを併せ持った人である。とい

　　うところです。



　彼女は普段の仕草やちょっとした考えはすごく子供っぽいのですが時折大人っぽい

考えを持つ時があります。良い例えはあまり浮かびませんが、恋愛に傾倒せず、勉強

と恋愛を両立させるとこや、株をやりたいと言い出したり、僕はあまり理解できなか

ったのでよく覚えていませんが外国との貿易のなんかをやれば絶対儲かる。と言った

りなどします。それなのに最近まで一人で電車に乗るのが怖かったり、動物園や水族

館に行ってすごく楽しくなると子供みたいにはしゃいだりします。そんなところも魅

力の一つです。

1’3英語が得意なOさん

　　　あと彼女はとても英語が得意です。彼女の専攻は英語ですべての授業が英語だそう

　　です。それこそ体育からなにまでだそうです。そしてその大学の学生は四年間のうち

　　に一回は一年間の留学をしなけれぱいけないそうです。しかし、その大学の学生には

　　一回留学を経験してきた学生が多くいてレベルが高いらしく、とても苦労してるみた

　　いです。そんな高レベルな環境の中でも、苦労しつっもなんとかやっていけている彼

　　女の英語カにはすごく感激しています。またたまに英語力のかけらもない僕に英語を

　　教えてくれます。そのおかげで、今回の英語のテストはなんとかうまくいき、少しは

　　英語力のかけらぐらいはできたかなと、思っています。彼女には感謝の気持ちでいっ

　　ぱいです。そんな彼女の英語カのもとても魅力的です。

2　インタビューで話したこと

　　目時：12月14目PM11：00～12：00

　　場所：ガスト

（彼女は小うどんをたべ、ぼくは鶏肉を食べながら）

自分「Oは話が聞ける子だと思うけど自分ではどう思う？」

彼女伸学までスクールカウンセラーになっりたかったから人の話はよく聞けるよ。」

自分「その話初めて聞いたわ。けど話すのも好きだよね。」

彼女「うん。話すほうが好き！」（嬉しそうな顔をして即答でした。）

自分「だよね。」

彼女rけどね、話があっちこっち飛んじゃうのは反省してる。」

自分Fたしかに…　」

彼女「晴輝は？」

自分r俺はどっちかと言えぱ闘くほうが好きだね。楽だし、楽しそうに話してるのを

　　　見てるのが好きだから。」

　　（彼女は嬉しそうな顔をした。）

自分「けど俺が話してるときに話を変えられるのはやだ。」



彼女rごめんなさい。晴輝が話してることから思いっいたこと話したくなっちゃうん。」

自分「なるほどね。」

彼女「なおします。」

（メールでもよく話を急に変えられることがあってちょっと嫌だったけど直してくれ

るとうれしいです。あと聞くことより話すこ二とのほうが断然好きなんだと思う。）

自分「子供っぽさと大人っぽさについてはどう思う？」

彼女「よくわかんないけど自分でもそう思う。おやすみを言いに友達の部屋にいった

　　　り、雷が鳴ったらクマを持って友達の部屋に逃げ込んだりするとこは子供っぽ

　　　いと思うけど、一人でいても憂欝にならなかったり、一人で飛行機乗れるし、

　　　一人で振込できたりするとこは大人っぽいと思う。」

（この彼女の大人っぽさの基準自体が子供っぽいと思った。）

自分ギその考えがもう子供っぽいよ。そうじゃなくて、Oは仕草とか行動が子供っぽ

　　　くて、あとちょっとしたどうでもいいような考えとか、で、重要な考えという

　　　かけじめのあるとことみたいのが大人っぽいんだとおもうよ。」

彼女「ん～。思考の深さってこと？」

白分「そう。それ！」

彼女「それは本をいっぱい読んでたからかな。」

（子供っぽさや大人っぽさには自分ではよくわかってないみたいだった。）

自分「俺の嫌いなとこは？J

彼女ギん～。」（結構悩んでいた。）「うんと。ゲップするとこと、毛玉のついたスタジ

　　　ャンを着るとこ（ぼくは着ていたスタジャンを脱ぎました。）、小食なとこ、ト

　　　イレが近い…　。」

自分「そうゆうのじゃなくてもっと性格的なとこで！」

彼女「え～。」（また悩んでいた。）「ない。」

自分ギないの？」

彼女「ない。だってだいたいそんなにあったら付き合えないじゃん。」

自分「まあ確かに…　。」

彼女崎！あった。」

自分「なに？」

彼女ギ興味があるものに熱中しすぎて周りが見えていないでであろうと思われるとこ。」

　　　／エピソード：僕と彼女と僕の友達、彼女の友達でスノボーを見に行ったとき、

　　　僕は他の人をほったらかしにしてなにも告げず消えた／

自分「あ一！あれはあえてだよ。いつも一緒に翼い物行くとOが見たいとこに勝手に

　　　行ってそれに俺が何も言わないでついて来るだろ？」



彼女「うん。」

自分「だから自分の見たいのを見に来た時ぐらいは自分の行きたいとこに行って、そ

　　　れにOがついて来るかなと思ったんだよ。」

彼女「けど友達を二人きりにして気まずくさせたらいけないと思って伸を取り持ちた

　　　かったん。」

自分「そか。」

（友達と遊んでいる彼女はとても楽しそうで子供っぽく見えた。しかし、ただ無邪気

　に楽しんでいるのではなく、考えていることはしっかりしていると思った。）

3　インタビューで感じたこと

　　　　インタビューを通して感じたことは、今まで彼女は基本的には子供っぼくてその

　　　中にたまに大人っぽさがあるのだと思っていました。しかしそれは逆で、考えてい

　　　ることは大人っぽく、その行動が子供っぽいのだと感じました。つまりは子供っぽ

　　　い行動の裏にはしっかりとした考えがあり、ただ無邪気に楽しんでいるわけではな

　　　いということでした。

　　　　ちゃんとした考えを持っていて、それを行動に移したとき子供っぽくなることで、

　　　その場をうまく和ませることができていると思います。僕はきっと彼女と屠ること

　　　で彼女にそうやって和まされ、癒されているから一緒にいたいと思い、彼女を魅力

　　　に感じるのだと思いました。

　　　　また、僕の性格的なとこで嫌いなとこを聞いたとき、一応ありましたが実質的に

　　　はなかったのでうれしかったです。しかし、絶対なにかはあるはずなのでこれから

　　　嫌いなところを聞けたらいいなと思います。

　　　インタビュー全体的には、やはり彼女はしっかりとした考えを持っていて、話し

　　　上手なので、闘いたことにすぐ答えてくれたのでとてもインタビューしやすく、い

　　　いものになりました。

4　目本事情巫を振り返って

　　　　目本事情IIを振り返って最初はr6400字のレポートを書かなきゃいけない」とい

　　　うことを闘かされて、そんなレポート書ける自信がありませんでした。しかし、い

　　　ざ書き始めてみると魅力的な人について書くことに楽しさを感じました。また、自

　　　分でも改めて「相手の魅力とはなんなのか。」腋女はどんな人なのか。」ということ

　　　を考えさせられて、良い機会になりました。

　　　　そしてインタビューをしてみると自分の思っていた彼女の性格と変わりないとこ

　　　ろもあったが、違ったところもあって、また彼女について再発見できました。この

　　　発見はこの授業だったからこそ発見できたと思います。

　　　　また、毎週の授業ではグループのみんなのレポートにっいてディスカッションを



しましたが、みんなに自分の魅力的な人を紹介してコメントをしてもらうのはなか

なか楽しかったです。さらに普段話せないような医学部の人や、留学生の人とたく

さん話せてよかったです。


